
今年度第1回目の気づき合う講座「ダイバーシティ・ス
イッチ」（主催：三重県）を開催しました。市民や企業、
NPOなどさまざまな81名が参加。映画「聲の形」の上映
と上映後に参加者同士で感想を伝え合う「シネマdeトー
ク」を通じて、ダイバーシティについて考えました。

映画＆ワークショップ

映画「聲の形」上映会＆シネマdeトーク 開催報告

日時：2019年11月4日(月・祝) 13:15～16:30
場所：シンフォニアテクノロジー響ホール伊勢
シネマdeトーク進行：池山敦氏

(皇學館大学教育開発センター准教授)

とは…
「ダイバーシティ（diversity）」は日本語に訳すと「多様性」。三重県では、一人ひとりが尊重され、多様性が受容され、違った
個性や能力を持つ一人ひとりがよい意味でお互いに影響し合うことで、相乗効果を社会に生み出す「ダイバーシティ＆インクルー
ジョン」の意味も込めて「ダイバーシティ」の言葉を使用しています。「スイッチ」は「切り替え」という意味です。社会の中の
さまざまな多様性を感じる講座を通して、自分の中の価値観や他者との違いに気づき、他者を思いやることができる多様性社会に
切り替えていく、気づきの場として「ダイバーシティ・スイッチ2019」（全4回）を開催しています。

映画上映＆シネマdeトークで感想を伝え合う
当日は、映画「聲の形」の上映後「シネマdeトーク」を通じて、
参加者同士が映画の感想を伝え合い、価値観や視点の多様性を
感じられる企画としました。シネマdeトークは、池山敦氏（皇
學館大学教育開発センター准教授）が進行し、２つのテーマで
話し合いました。１つ目は「印象に残ったセリフとその理由」。
2つ目は「あなたの中でスイッチ（変化）しそうなこと」です。
参加者からは「互いに認め合うことの難しさ、大切さを感じ
た」「先入観を持たずに人に接したい」などの感想が聞かれま
した。また多くの参加者が自身のSNSなどで参加した感想を発
信していただきました。

人気漫画「聲の形」を京都アニメーションが映画化。
主人公の少年と視覚障がいを持つ少女を中心に、コミュ
ニケーションの難しさや想いを伝える大切さを描く作品
です。（2016年公開、129分、日本）

県では、ダイバーシティみえ推進方針を策定し、取組を進めています。詳しくは…

あなたの中で
スイッチ(変化)しそうなこと

映画「聲の形」とは？


